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社 会 科 学 習 指 導 案
3年4組 男子22名 女子18名 計40名





， 」 。革の特色を考えさせ 世界の動きの中で新しい日本の建設が進められたことを理解させる とある
また 「改訂の要点」では、歴史的分野の言語活動の充実について 「各時代における変革の特色、 、
を考えて時代の転換の様子をとらえる学習などを通じて，歴史的事象について考察・判断しその成
果を自分の言葉で表現する学習を行う」とある 「時代の転換の様子をとらえる学習」は「思考・。



























11月3日という説もある。これは「国民主権 「基本的人権の尊重 「平和主義」を柱に、国の「理」 」
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社会科歴史学習における多面的・多角的な考察を導く方法の一つとして「解釈型歴史学習」があ
る 「解釈型歴史学習」とは、歴史上のある疑問について、通説も含めて複数の視点から仮説を立。









、 、 。 、 、方 立場 時代背景などによって表現が変わるものである だからこそ 歴史学習をすすめる上で
多くの他者との相互作用的な情報交換である「対話」を必須の活動と考える。対話に導く資料の解
釈や議論の方略として、資料をどう解釈し、どう評価したのか、資料を根拠にしてどんな議論を展





































































課 たとあるから また 樺太などではソ連と8月15日以降も戦闘が続き での時代の様子につい。 、 、
題 この日、正式に連合国側との戦争が終わったとされているから。 て対比し 「主張」と、
の ⇒しかし、降伏文書調印は文書上であって、国民の多くは8月15日以降 「根拠」となる資料と























































・御厨貴『 戦後」が終わり 「災後」が始まる 』千倉書房 平成23年「 、 。
・文部科学省『中学校学習指導要領解説 社会編』平成20年
・文部科学省『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善について（中央教育
審議会答申)』 平成20年１月17日『文部科学省ホームページ』 平成24年4月30日最終確認
(http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1216828_1424.html)
本実践へのご意見・ご質問、各先生方の構想や実践などがござい
ましたら、ぜひご連絡をお願い致します。
社会科研究室 坂田 元丈
